コウイキ ジュウガイ ボウシ サク ノ カイコウブ ガ ニホンジカ シンニュウ ボウシ ニ オヨボス エイキョウ by 大岩 幸太 et al.





（平成 25 年 5 月 23 日受付/平成 25 年 12 月 6 日受理）
要約：広域で設置される獣害防止柵では道路や河川などと交わる場所に柵のない開口部が生じる。本研究で
はニホンジカの高密度生息地域である神奈川県丹沢山系に設置された広域獣害防止柵（52 km）を対象に，































































このため，広域柵の両側各 1 km 内の植生は，秦野市（図 1）




長 1 km あたり人里側 2 km 以内の範囲に平均 6 ha 存在す
る。
　広域柵は高さ 1.8 m で通常 2 m 間隔にスチール製支柱が
設置されている（図 2）。柵は 15 cm メッシュの金網で地面
からの動物のくぐり抜けを防止するために金網の裾は地面
に30 cmの幅で折り返してアンカー留めされている。また，







　広域柵設置後 3～5 年目の 2007 年 5～12 月に，調査対象










～11 月に調査区間内の開口部 37 箇所（登山道 4 箇所，林
道 4 箇所，生活道路 4 箇所，自然河川 11 箇所，堰堤 8 箇所，













2007 年 5 月～12 月にかけて上記のカメラを用い，破損開


















　踏査した 52 km の区間には 102 箇所（2.0 箇所/km）の開
口部が存在した（表 2）。開口部の出現要因は，河川によ
るもの 43 例（42%）と道路によるもの 42 例（41%）が多く，

























　開口部地点別シカ通過頻度を 37 箇所，延べ 1,554 カメ
ラ日にわたって調べた。道路由来の開口部におけるシカ通
過頻度をみると，登山道の開口部では平均 1.2 頭/カメラ日
（0.3～3.4 頭/カメラ日），林道の開口部では平均 0.7 頭/カ
メラ日（0.3～1.1 頭/カメラ日），生活道路の開口部では平






















表 1　広域柵の開口状況 表 2　開口要因別にみた開口部幅の頻度（件数）
24 大岩・藤田・鉄谷・小川・安藤
た。シカが最も活発になる時間帯は日没前後（17～20 時）




出前のピークは 5 時頃の約 1 時間に集中する傾向が見られ
たので，最大通過頻度は 0.066 頭/時間に達した。シカは
昼間（7～15 時）ほとんど活動せず，この間の最大撮影頻
度は 12 時における 0.007 頭/時間であった。
　シカの移動方向についてみると，山側から人里側への移
動が延べ 548 回（1 箇所あたり 0.35 頭/日），逆方向が延べ





（0.034 回/時間）であったのに対し，夜の後半は 176 回（0.016
回/時間）であり，前半に有意に多かった（ χ2 検定，p＜0.01）。
他方，人里側から山側に移動するシカは，夜の前半 197 回








の 30% である 0.021 回/時間であった。
　⑷　破損開口部の状況








れた。「押し上げ穴」（図 7a）は平均幅 51 cm, 高さ 28 cm, 「掘








（2008 年 7～11 月，n は開口部タイプ別の調査カメラ日数）
図 4　開口幅ごとのシカ通過頻度（バーは標準偏差）
（2008 年 7～11 月，37 箇所，n＝1,554 カメラ日）
図 5　開口部における動物種別通過頻度（バーは標準偏差）
（2008 年 7～11 月，37 箇所，1,554 カメラ日）
図 6　時間別にみたシカの開口部 1 箇所あたりの通過頻度と通過






8）。シカが破損開口部を通過したのは 3 例（0.006 頭/カメ
ラ日），イノシシも 2 例（0.006 頭/カメラ日）と少なかった。
シカが通過した破損開口部はいずれも高さは 50 cm 以上で
あった。







　聞き取りを試みた 110 人中，88 人から回答を得た（回答
率 80%）。回答者の年齢は 40～80 歳代で，回答者の 85%
はシカを目撃していた。目撃場所は公道上が 55 件と最も
















したシカは開口部 1 箇所あたり 0.24 頭/日になる。柵には
実距離 1 km あたり 2.0 箇所の開口部があるので，広域柵




図 8　動物由来の破損部 3 箇所を通過する動物の撮影頻度
（バーは標準偏差）（2007 年 5～12 月 542 カメラ日）
図 9　動物由来破損部 12 箇所の周辺における動物撮影頻度











に侵入したシカの夜間密度は 0.39 頭/km2 と推定される。
調査地に近い丹沢山麓林地のシカ生息密度として野生動物
保護管理事務所10） は 6.5～37.9 頭/km2 の値を，神奈川県11）





















































































1 km あたり人里側にむかって 2 km 以内の範囲に 6 ha 程
度存在する。すなわち，6 ha のヤブに 0.23～0.28 頭のシカ
が潜んでいることになる。⑴で述べた開口部からの侵入頭

















































































During  the nighttime,  the deer  invaded  farmlands over a distance of  two km  from the edge of  the 
mountain woodland.   The deer  indicated a bimodal nocturnal activity pattern.   Many of  them passed 
through gaps from mountain side to farmland around 17 : 00-20 : 00, and returned to the mountain side 
around 4 : 00-6 : 00.  However, about one-third of the deer tended to move reversely.  As the latter deer 
seem to be hiding in the bushes at farmland side during daytime, clearing of those bushes is necessary 
for removing such deer.
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